
10月は食品ロス削減月間です！
　食べられるにも関わらず捨てられている食品（食品廃棄物）は全国で年間約523万
トンに上り、1人1日あたりにすると茶碗1杯のご飯の量に相当します。
　家庭ごみの4割を占めている生ごみ！食品ロスを削減する活動を行い、一緒にごみ
の減量につなげましょう！

c県廃棄物対策課　資源循環推進係　☎272‐8214

詳しくはこちら蜷

　笠松陣屋にまつわる貴重な資料を多数展示。岐阜工業高等学
校制作のバーチャル映像も公開します。

11月1日（土）～12月7日（日）
午前9時～午後5時
歴史未来館

無料
月曜日（祝日、振替休日の場合はその翌日）

企画展「笠松陣屋～映像でよみがえる笠松陣屋～」

11月9日（日）午後1時30分～3時
小川 敏雄氏（元岐阜県歴史資料館長）

インターネットまたは電話にて事前申込
※10月8日（水）受付開始
c歴史未来館　☎388‐0161

講演会「美濃郡代 笠松陣屋」

歴史未来館からのお知らせ歴史未来館からのお知らせ歴史未来館からのお知らせ
History＆Future 

　笠松陣屋は、かつて木曽川を渡る交通の
要衝として、また、尾張藩と美濃国の国境に
位置する重要な地点として、政治・経済の中
心を担っていました。江戸時代には、尾張藩
の支藩である美濃郡代（みのぐんだい）の役
所が置かれ、この地域の治安維持や年貢の
徴収といった行政をつかさどりました。多くの
人々が行き交い、様々な情報が集まる場所と
して、笠松陣屋はまさに時代の流れを象徴す
る存在だったのです。
　展示では、御前幕や五榜の掲示など笠松
陣屋にまつわる貴重な資料のほかに、岐阜工
業高等学校の生徒たちが制作したバーチャ
ル映像を公開します。最新のデジタル技術を
駆使して再現された映像は、今はもう残って
いない陣屋の建物が忠実に再現されており、
まるでタイムスリップしたかのような感覚を体
験していただけます。歴史の教科書では伝わ

りきらない、五感で深く感じ、理解するこのバ
ーチャル映像は、歴史の面白さを再認識させ
てくれることでしょう。
　伝統的な資料と最先端のデジタル技術の
融合は、未来を担う若い世代が、地域の歴史
をどのように捉え、表現しているのか、その熱
意も感じ取っていただけるはずです。
　ぜひ、一度足を運んで、時代を超えた物語
を体感してみてください。

▲申込はこちらから

展示期間
時間
場所
入館料
休館日

日時
講師
申込方法

笠松陣屋～映像でよみがえる笠松陣屋～開催！！
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